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イベント概要 

 

[企業名]  日本オラクル株式会社 

 

[企業 ID]  4716 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2026 年 5 月期第 4 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2026 年度 通期 

 

[日程]   2026 年 6 月 25 日 

 

[時間]   16:30 – 17:02 

（合計：32 分、登壇：17 分、質疑応答：15 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[登壇者]  2 名 

取締役 執行役 最高財務責任者 エス・クリシュナ・クマール 

      （以下、エス・クリシュナ・クマール） 

IR 部 ディレクター   西尾 有貴    

      （以下、西尾） 

[アナリスト名]* BofA 証券    田中 秀明 

SMBC 日興証券   菊池 悟 

JP モルガン証券   ヘンダーソン 真秀 

大和証券    上野 真 
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登壇 

 

西尾：皆様、こんにちは。日本オラクル IR の西尾です。ただいまより、日本オラクル 2026 年 5

月期通期の決算説明会を開催いたします。 

 

ディスクレーマーにつきまして、決算短信および業績補足資料の注記に記載のとおりです。本日は

取締役執行役最高財務責任者 CFO、エス・クリシュナ・クマールより、当期の業績の概要を説明

させていただき、次に Zoom の QA 機能を用いて、皆様からのご質問をテキストでお受けいたしま

す。 

それでは業績概況につきまして、エス・クリシュナ・クマールより説明させていただきます。 

エス・クリシュナ・クマール＊：皆様、本日はご参加をいただきましてありがとうございます。

2026 年度はオラクルジャパンにとって力強い 1 年となりました。堅調な成長を実現し、市場にお

けるポジションを強化するとともに、クラウド分野およびミッション・クリティカルなワークロー

ドの領域で事業を拡大することができました。 
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特に当社のクラウド事業、とりわけ Oracle Cloud Infrastructure、OCI は年間を通じて成長を牽引

する重要な原動力となりました。また、日本におけるクラウド事業基盤の拡大においても大きな進

展がありました。現在 5 社の戦略的パートナーが Oracle Alloy にコミットいただき、日本における

ソブリンクラウドサービスの重要な基盤づくりが進んでいることをうれしく思います。 

これらの取り組みにより、お客様はデータ主権、セキュリティ、規制遵守、運用管理に関する高ま

るニーズに対応できるようになっています。また、それを支えるクラウドおよびデータセンターの

インフラも着実に拡大を続けています。 

同時に、既存事業も安定的かつ堅調に推移をしました。多くのお客様が引き続きオラクルのソリュ

ーションを活用して、最も重要なシステムを運用しており、信頼性、性能、そして長期的な運用安

定性を重視する組織からの需要も引き続き堅調です。この成長と安定性の両立は、当社事業の大き

な強みの一つであると考えています。 

今後を見据えますと、当社は次なる成長フェーズに入りつつあると考えています。 

AI は、多くの組織にとって急速に戦略上の優先事項となっています。しかし、オラクルにとって

の機会は、AI そのものではありません。顧客の企業が AI 活用に向けた準備を進める中で、AI を安

全かつ大規模に運用するために必要なインフラ、データプラットフォーム、アプリケーション、そ

して導入モデルへの投資を拡大しています。 

当社は、これによりインフラ、データベース、サービス、クラウドアプリケーション、そしてソブ

リンクラウド分野において、新たなビジネス機会が生まれると考えています。成長を続けるクラウ

ド事業、安定した既存の顧客基盤、そして拡大するソブリンクラウド機能を背景に、オラクルジャ

パンは今後数年間にわたるこれらの投資の恩恵を受ける絶好のポジションにあると考えています。 

今までの説明をベースに、いくつかの顧客事例をご紹介したいと思います。 

まず 1 社目は、ソフトバンク様です。オラクルとソフトバンクは、ソフトバンクによる Oracle 

Alloy の採用を通じて、両社のパートナーシップをさらに強化しました。またソフトバンクは、

2026 年 6 月より自社の Cloud PF TypeA のプラットフォーム上で、日本語の大規模言語モデル、

「Sarashina」を活用した生成 AI サービスの提供を開始することになっています。 

Oracle Alloy 上に構築され、ソフトバンクの国内データセンターで運用される Cloud PF TypeA

は、200 を超える OCI の AI サービスおよびクラウドサービスを利用できるソブリンクラウド環境

を提供しています。 
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Sarashina と Cloud PF TypeA を組み合わせることで、組織は自社の機密データや独自データを安

全に活用しながら文章の作成処理の自動化、コーディング支援、AI エージェント、マルチエージ

ェントシステムなどの生成 AI アプリケーションを利用できるようになります。これにより、生産

性の向上とイノベーションの加速を実現することが可能になります。 

2 つ目はデンソー様の事例です。これは非常に興味深い案件です。デンソーは効率性、意思決定能

力およびリスク管理の向上を図るとともに、イノベーションとサステナビリティへの取り組みを推

進するため、グローバルなサプライチェーン業務の近代化を進めています。その一環として、拡張

性が高く統合されたプラットフォームへの移行を進めています。 

既に導入している Oracle Fusion Cloud ERP および Oracle Fusion Cloud HCM への投資を基盤と

して、デンソーは計画、調達、製造、配送業務にわたり Oracle Fusion Cloud Supply Chain & 

Manufacturing を導入します。 

より広範な変革戦略の一環として、デンソーは AI センター・オブ・エクセレンスを設立します。

これにより AI 活用の促進、Oracle Fusion アプリケーション全体におけるベストプラクティスの共

有ならびにプログラム全体を通じた経営層の方向性の統一を図ることになります。 

三つ目の事例です。大日本印刷様、DNP は高度なセキュリティ要件を持つ組織向けにオンプレミ

ス型の AI ソリューションを提供しており、文章や業務データの中に埋もれた知識やノウハウの活

用を支援しています。 

DNP は Oracle Autonomous AI Database を活用することで、マニュアル、品質記録、報告書とい

った非構造化データを AI で活用可能なデータへ変換するとともに、在庫管理、調達、資産管理、

品質管理などのリアルタイムな業務データと統合をしていきます。 

さらにベクトル検索と SQL 検索を組み合わせることで、企業は非構造化データと構造化データの

両方にシームレスにアクセスし、活用することがプラットフォームでは可能になります。これによ

り、ナレッジ活用の高度化と業務効率の向上を実現します。 

これらの事例は、当社がさまざまな製品サービスを通じて、市場に幅広く浸透していることを示す

ものです。また、オラクルが多くのミッションクリティカルなシステム、アプリケーション、そし

て業界において重要な存在であることを裏付けています。 
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それでは、2026 年 5 月 31 日を期末とする会計年度の業績についてご説明いたします。 

売上高は 2,850 億 7,300 万円、クラウドの売上の力強い成長を背景に、前年同期比 8.2%増となり

ました。クラウドの売上高は 831 億 8,400 万円で、前年同期比 34.3%増となりました。現在クラウ

ドの売上は、全社売上高の 29.2%を占めています。 

インフラ利用型の売上は、Autonomous Database を含め非常に力強い成長を示しました。営業利

益は 897 億 9,500 万円で、前年同期比 3.4%増となりました。当期純利益は 635 億 3,700 万円とな

り、前年同期比 4.6%増となりました。 

配当は 1 株当たり 858 円、普通配当は 198 円、特別配当は 660 円、合計 858 円となります。 

2026 年 5 月期は、日本オラクルにとって過去最高の業績を達成した 1 年となりました。当社は力

強い勢いを維持したまま、2027 年 5 月期を迎えています。豊富な案件パイプライン、継続的なク

ラウド導入の拡大、そして事業全体における成長機会の拡大を背景に、当社は来期もさらなる成長

を実現できる有利な立場にあると考えています。 

2027 年 5 月期のガイダンスは、売上高 6%から 10%、EPS は 525 円から 540 円を見積もっており

ます。ありがとうございました。  
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質疑応答 

 

西尾 [M]：これより、皆様からのご質問をお受けいたします。 

本説明会は証券市場関係者の皆様を対象としておりますので、プレスの方々のご質問はお控えいた

だきますようあらかじめご了承願います。重複するご質問は割愛いたします。 

それでは、質疑応答を開始いたします。まず 1 問目です。BofA 証券 田中様、2 問あります。 

田中 [Q]：1 問目です。人件費を Q4 の 3 カ月で 30 億円増加した要因について教えてください。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：会社全体の構造、また AI の影響や組織全体の効率性などを

精査し、全社的な構造改革を行うことを決定いたしました。その結果、Q4 の 3 か月に人件費が増

加しました。 

田中 [Q]：2 問目です。その他のコストが Q4 でプラス 10 億円ですが、内容を教えていただけます

でしょうか。また、今後継続するのかを確認したいです。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：この時期に大規模なイベントが行われ、その費用を計上して

います。このマーケティングイベントは、毎年実施しており、そのイベントが開催する場合は広告

宣伝費として計上しております。それ以外の部分に関しては、通常の経費になります。 

西尾 [M]：続きまして、SMBC 日興証券の菊池様から 2 問あります。1 問目は回答済みの人件費増

加についてですので、こちらはスキップいたします。もう 1 点は配当についてです。 

菊池 [Q]：2026 年 5 月末で特別配当を実施されますが、2 期前の FY24 にも実施しています。短周

期で多額の特別配当を実施することになりますが、それが御社にふさわしい配当方針でしょうか。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：毎年、配当方針に関しては慎重に検討を重ねており、何が最

も適正なのかを毎回取締役会に諮りながら決定しています。かなりのキャッシュのプールがあるた

め、さまざまな可能性を検討し、株主価値の向上を検討しております。 

これはまだ会社法の決議ではなく、7 月に再度取締役会に諮る必要があります。今回は配当予想の

修正という決議であり、まだ最終承認を得るまでは見通しという位置づけになりますが、株主還元

として設定しております。 

西尾 [M]：続きまして、JP モルガン証券のヘンダーソン様よりご質問です。 
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ヘンダーソン [Q]：配当総額が、Q4 のキャッシュポジションより多い金額です。配当総額が 1,100

億円になりますが、キャッシュフロー上の運用はどうなっているのでしょうか。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：今後数カ月以内には、また通常の営業ベースでキャッシュが

入ってくる予定です。ソースとして使うものに関しては特に問題はないですし、本社へのローンも

含めいくつかの選択肢もある状況です。特に問題はないと考えております。 

ヘンダーソン [Q]：キャッシュフローの自信を示すのであれば、普通配当 100%でいいと思います

が、そのお考えはいかがでしょうか。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：取締役会の判断になりますので、何が適正なのかという判断

を常に検討しております。通常は 40%として、ここ何年かは一貫して 40%を維持してきました。

十分なキャッシュがある場合、あるいは余剰にある場合は株主に還元していくことを考えています

し、今後も変わらず続けていくことになります。 

西尾 [M]：続きまして、三井住友 DS アセットのワタナベ様よりご質問をいただいております。 

ワタナベ [Q]：セグメント営業利益を見ると、調整額部分が大きく増加しています。先ほどの人件

費増が決算賞与など一時的なものも含むのか、継続する要因なのか、併せて理由を教えてくださ

い。 

エス・クリシュナ・クマール [A]＊：お伝えしたように、Q4 に関しては、大半の調整部分は退職

関連費用です。組織としての運用効率性を高めていくことと、将来のビジネスを見据えて正しい人

材への投資をする意味で今回実施いたしました。全社的な構造改革がずっと続くことを考えている

わけではありませんが、組織としての効率を高めていくことは、経営幹部は常に考えております

し、ひいては株主の皆様にとってもベストなことであると考えます。 

西尾 [M]：ありがとうございます。続きまして、大和証券、上野様よりご質問をいただいておりま

すが、回答済みの人件費に関するものであり、スキップさせていただきます。 

それでは、これをもちまして 2026 年 5 月期決算説明会を終了いたします。 

本説明会の内容は本日より 1 カ月間、メールよりご案内の方法にて聴取いただけます。追加のお問

い合わせなどございましたら、IR 部、西尾、大塚までお願いいたします。本日はご参加いただ

き、ありがとうございました。 

______________ 


